
― LinkCube データ書き出し サンプル説明書 ― 

サンプル実行手順（サンプルの indd は ver.18 で作成） 

１． LinkCube データ書き出し_サンプル.zip 解凍後、フォルダ階層を 

Win 版は、C:\Users\[ユーザ名]\Desktop\LinkCube データ書き出し_サンプル\ギフトカタログ 

Mac 版は、/Users/[ユーザ名]/Desktop/LinkCube データ書き出し_サンプル/ギフトカタログ 

となるようにします。 

２． LinkCube データ組版書き出しのメニュー、InDesignXXXX をご利用の InDesign バージョンに変更しま

す。 

３． 各サンプルフォルダ（例：ギフトカタログフォルダ）内の xml ファイルを、LinkCube データ組版書き出し

のメニュー、ファイル → 開く、から開きます。 

４． [組版データ書き出し実行]ボタンをクリックします。 

５． Excel で出力先フォルダ内の xlsx ファイルを確認します。 

 

ギフトカタログ 

１． ギフトカタログ_[★クエリー・レイヤー枠]書き出し設定.xml 

コマ単位が「枠レイヤー」に囲まれています。各項目は★クエリで検索し、書き出しています。 

加工項目 

メーカー：［置換］改行（<000D>）を削除しています。 

本体価格：［付加］後付加文字で「円」を付加しています。 

税込価格：［置換］「税込価格」を削除しています。 

早得|送料無料（早得と送料無料の両項目）：［置換］正規表現を使用し、パス

を文字列に置換しています。 

説明：［置換］正規表現を使用し、右インデントタブ（<0008>）を削除しています。 

 

複数ファイルを 1 つに 

１． 複数ファイル設定.xml 

コマ単位の indd を 1 つのエクセルファイルにしています。 

 

表組イメージのままエクセル 

１．表組イメージのままエクセル書出し.xml 

価格表_表組クエリを使用し、エクセル表を書出しています。 

チェックイン、チェックアウトは優先順位を使用しています。 


